
 

 

 

 

☆病床削減推進法案 とは？ 
 

◎２０２０年度『病床機能再編支援交付金』（病床ダ
ウンサイジング支援事業）に見る交付実績から 

 

県内 A 病院＝94.4％病床稼働率 

１１床を削減し、１床当り最高額
2,280 千円×▲11 床 

＝２千５０８万円の補助 
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 今年度予算に盛り込まれている「病床機能再編支援交付金」（総額 84億円）は、全

額国庫負担による補助金です。補助内容は様々ありますが、病床機能の再編をし、病

床削減した病院には削減病床 1床当り、上記「病床稼働率」に応じた補助金交付がさ

れます。病床稼働率 90％以上では最高 1床当り―2，280千円もの補助額となってい

ますが、そのような事例があるのか？と調査したら、何と、愛知県内の補助事例とし

て、病床稼働率 94.4％で▲11床を削減し補助金を申請した事例が明らかとなりまし

た。 

 

来年度からは、この補助金が年間 195億円へと倍増され、「医療介護総合確保基金」

の対象補助事業「地域医療構想の達成に向けた病床数又は病床の機能の変更に関する

事業」として組み込むために、

現在、通常国会で「法案」（通

称：「病床削減推進法」案）審

議が行われています！これが

正式に認められると、地域医

療構想の達成に向けた病床削

減を全額国庫負担として大幅

な補助金を優先的に補助する

こととなります！地域医療構

想では、「急性期」病床が大幅

な過剰で、「回復期」病床が大

幅に不足しており、この病床

を削減して病床機能を転換す

れば湯水のように補助金が得

られることで、病床削減と回

復期病床への機能転換に拍車

がかかるものと予測されま

す！まさに《病床削減推進法》

ということになります！ 


